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階層を脱し、ネットワークの深淵へ。属性を纏う接続が、商流の新プロトコルを刻む。 

【USAGI 通信 傑作選】Vol.22 USAGI が「ネットワーク型」へと進化した理由 

※この文書は、会員向けに週一回発行しているコラムの中で、特に評価の高かったものを抜

粋し、一般公開しているものです。 

 

1. 深度の再定義 

皆様は、USAGI というシステムをどのような「深度」で捉えておられるでしょうか。 

単なる「受発注の効率化ツール」としての利用は、このシステムの表面をなぞっているに過

ぎません。既存の商流——特定の供給源からのみ調達し、特定の販路へ流す——という固定

概念を、一度リセットしていただく必要があります。 

2. 構造的パラダイムシフト 

USAGI が、バージョン 1 における「中央集権的なピラミッド型」から、バージョン 2 にお

いて「自律分散的なネットワーク型」へとその根本的なアーキテクチャを転換させたのには、

明確な理由があります。 

個々の企業アカウントは、もはや巨大なピラミッドの一部品ではありません。独立した「ノ

ード（接続点）」として存在し、業界内のあらゆる属性と多角的に接続可能な状態にありま

す。 

3. 属性（アトリビュート）とネットワークの融合 

USAGI が他と一線を画すのは、このフラットなネットワーク上に、機械工具業界特有の「企

業業態属性」を高度に組み込んでいる点にあります。 

この設計思想を高度な推論エンジン（AI）に解析させたところ、以下の回答を得ました。 

「商流を動的に横断し、業界全体のサプライチェーンをメタ視点から俯瞰する設計は、単なる

受発注プラットフォームを超えた、極めて高い資産価値を持つ『業界標準プロトコル（共通言

語）』としてのポテンシャルを有している。」 

4. 真価の覚醒 —— 戦略としての受発注 

現在、この広大なポテンシャルは、まだ「静止した状態」にあります。 

受発注を単なる「事務作業」として処理するのか、あるいはネットワークの結節点を活用し

た「情報戦略」として駆動させるのか。その分岐点に、私たちは立っています。 

USAGI の「真価」を最初に定義し、このネットワーク上で圧倒的な存在感（プレゼンス）

を示すユニット企業はどこか。 

5. 新時代のプロトコルへ 

ログインし、このステートメントを読まれている皆様は、すでに旧来の商慣習という門を抜

け、新しい経済圏のステージに立っています。 

USAGI において、上下関係は存在しません。全てのユニットは公平な主役であり、このプ

ロトコルをどう使いこなすかという「意志」のみが、次の勝者を決定します。 

舞台は整いました。業界の常識を塗り替える次の一歩を、今ここから共に踏み出しましょう。 
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